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◯佐野委員 それでは、まず、福祉部にかかわる質問をさ

せていただきたいと思います。 

 ３款５項臨時福祉給付金給付費についてであります。１

９節負担金補助額、７億５，０００万円、８，０００万円

余の不用額がございますが、この平成２６年度、平成２７

年度に引き続いて平成２８年度においてこの３年目となっ

た臨時福祉給付金に加えて低所得の高齢者向けの年金生活

者等支援臨時福祉給付金及び低所得の障害・遺族基礎年金

受給者向けの年金生活者等支援臨時福祉給付金の支給につ

いて伺います。 

 まず、主要な施策の成果及び予算の執行実績報告書１２

５ページに記載があります。臨時福祉給付金支給者は３万

２，８１７人とありますが、全支給対象者は何人かお示し

をしていただきたいと思います。 

◯白倉福祉保健総室長 支給対象者ということでございま

すけれども、この支給に当たりましては市民税が課税をさ

れていない方ということで、課税情報がないと支給対象者

が絞れないということで、課税情報については地方税法で
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守秘義務も課されている中でこの事業をやってきたところ

でございますが、推計として持っている数字としましては、

臨時福祉給付金の平成２８年度の対象者を３万８，５１９

人と見ているところでございます。 

◯佐野委員 ３万８，０００人余ということは、これで漏

れている方もいらっしゃるということでいいですか。 

◯白倉福祉保健総室長 支給申請をされてこない方もいら

っしゃると認識しているところでございます。 

◯佐野委員 同じように年金生活者等支援臨時福祉交付金

項目記載の低所得者の高齢者向けの年金生活者等支援臨時

福祉給付金支給者２万６９１人についても、これは大体推

計で何人か押さえているんでしょうか。 

◯白倉福祉保健総室長 高齢者向けの年金生活者等支援臨

時福祉給付金の対象者の推計については、２万１，４６２

人を推計しております。 

◯佐野委員 ありがとうございます。 

 同様に低所得者の障害・遺族基礎年金受給者向けの年金

生活者等支援臨時福祉給付金についてもお示ししていただ
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きたいと思います。 

◯白倉福祉保健総室長 １，３３２人を推計しております。 

◯佐野委員 ありがとうございます。 

 人数は少ないといっても、支給をされていない方がいら

っしゃると思うんですけれども、このような方々には、こ

れは恐らく再度通知するというものではないかと思うんで

すが、もしこの再度の通知や方法とか、あと、現状の通知

状況なんかをこういうふうにすればよかったかなという改

善点なんかがあればお示しをいただきたいのです。 

◯白倉福祉保健総室長 個別通知も難しいところでござい

ますけれども、広報に尽きると思われます。本市ホームペ

ージへの掲載、広報こうふへの掲載、ポスター掲示等のほ

か、かわせみ等の情報誌ですとか、本市でエフエム甲府に

声の広報という番組を持っておりますので、そこでのお知

らせ等を行ってきたところでございます。 

◯佐野委員 ありがとうございます。 

 これはやっぱり一億総活躍社会の実現として、国の政策

として行う事務事業であって、これは少しでもこの対象者
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の経済的負担の軽減のために支給を行うというのが目的で

あると思っています。受ける、受けないというのは対象の

方の自己責任ではあると思うんですけれども、この国の施

策の目的というのを鑑みると、やはり全対象者が公平に享

受できるように我々としてもしなければいけないのではな

いかと思いますので、再度支給ができなくなって、受け取

ることができなかったという方がいらっしゃるというのは

やっぱり、対象者の利益を得られないということは非常に

もったいないと思いますので、より一層の周知等について

は今後も改善を望みたいと思います。確かに本市ホームペ

ージとか、広報誌なんですけれども、きのうも違う款でお

聞きしたんですけれども、自治会加入者世帯がだんだん少

なくなっていると。そうすると、広報誌が届かない世帯も

あるやに思います。そうなると、そういう部分については

少ない人数であっても基本的にはその情報が行き渡らない

場合もあるかもしれないので、こういうところについては、

平成２９年度、例えば、テレビやラジオ等で特定の名前を

出す、いわゆる何々給付金とか、国ではテレビなんかを使
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ってやっていますけれども、そういう媒体についても考え

たほうがいいかと思います。 

 以上でこの質問については終わりとしたいと思います。 

 次に、子ども未来部。３款民生費２項児童福祉費につい

てお聞きをしたいと思います。支出金額の減と当然発生す

る不用額についてお聞きしたいんですけれども、まず、母

子家庭、父子家庭に限らずひとり親に関する児童扶養手当

は減をしております。ひとり親家庭等小中学校入進学祝金

支給者も減をしております。ひとり親家庭等医療費助成に

ついても平成２６年度から平成２８年度にかけて１００世

帯ほど減をしていることについては、単純に、例えば、そ

の対象者が減っているのか、それとも経済状況が改善をし

ているのか、あるいは他都市へ転居したのか、このような

理由は確認されているかお示しをしていただきたいと思い

ます。 

◯土屋子ども支援課長 平成２７年度から平成２８年度に

かけまして対象世帯の減少という状況が起こりましたけれ

ども、具体的に個々にこの制度から外れるというと、年齢
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到達であるとか、母子家庭、父子家庭という状況が婚姻等

により解消されるという個々のケースがございますが、そ

ういった解消ケースで減の部分と、新たに母子家庭、父子

家庭という状況にある方が転入される数、また、市内で離

婚という状況に陥る数というところの差し引きが今回の減

少ということになっているという理解をしております。実

際収入の増によってこの状況から脱するというケースも少

なからずあるという状況でございますので、実際人口減少、

少子化というところを基調としながら、経済状況の好転に

よって離婚に至らずというケース、また、再婚というケー

ス等あろうかと思いますが、御質問いただきましたように、

個々のケースについて精密なる分析というのは現在行って

おりませんが、特に他市町村への転出という事例を多く見

受けることがそれほどありませんので、今後必要に応じて

詳細な調査を行ってまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

◯佐野委員 ありがとうございます。 

 私もこれは年齢が達するのかと思って、ひとり親家庭等
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医療費助成については小・中学生でございますので、これ

が１００世帯減るというのはそこには当たらないのかなと。

成婚率、離婚率を見ますと、減少傾向にあるとすれば、離

婚率はふえていますので、ここについてはそれもいささか

当たらないかなと。私には情報がないので、他都市への転

出というものについては解析ができないんですが、いずれ

にしましても、この減というのには何かしらの理由がなけ

れば数は相対的に減っていかないので、ある一定の項目だ

けが減るということについてはやっぱり確率とか分析上で

はそのものの項目については減るのであるとは推測がつく

んですけれども、全体的に数が落ちているということには

そこに何か理由があるのではないかと思いますので、今お

示しいただいたとおり、精査をされるということですので、

時間がかかるかもしれないですが、恐らく傾向性というの

は見えてくるので、ぜひ今後については確認も進めていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

◯佐野委員 それでは、４款衛生費、２項清掃費、５目資
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源回収費、有価物の回収、資源物２４時間ステーションに

ついてお聞きしたいと思います。 

 有価物である資源物回収については、平成２３年度本会

議発言から２回、その後の調査も行っている施策推進事項

ですので、平成２８年度について、変化点が確認されまし

たので、決算状況と主な施策の成果についてお聞きしたい

と思います。 

 主要な施策の成果及び予算の執行実績報告書、１９９ペ

ージ記載、有価物の回収については、平成２７年度、前年

度と対比して、実施割合の１％減を無視しても、回収量は

４８８.９３トンの減少。資源物回収では２９１.８３トンの

減少であることを確認できます。 

 これに比べまして、資源物２４時間ステーションの回収

量は、年々増加傾向であります。例えば、西部地域の回収

量について、平成２５年度から、回収状況を時系列で見ま

すと、平成２５年度が６１トン、平成２６年度が７６トン、

平成２７年度が９１トン、平成２８年度が１０３トンと、

増加傾向が確認できています。各地域の回収量が上がって
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いるということは、市民にとっての利便性が高いこと、ニ

ーズも非常に高いことだと考えます。 

 平成２７年度の決算審査特別委員会の御答弁では、回収

量が多くなっている件については、満足度とニーズが上が

っている証左だとの御答弁がありました。 

 また、中央地域と北部地域については、ぜひとも１カ所

ずつ設置していきたい、あらゆる機会を通じて、努力をし

てまいりたいという御答弁がありましたが、この設置に向

け、甲府市リサイクル推進員連絡協議会の部会においての

御協議や、平成２８年度の設置に向けての進捗については

いかがだったかお示しください。 

◯萩原減量課長 資源物２４時間ステーションにつきまし

ては、北部、中央部にあと１カ所ずつということで、予定

をしております。 

 資源物２４時間ステーションにつきましては、平成２５

年度に４カ所ほど候補地が上がったけれども、近隣住民の

反対にあって、実現しなかったというような経過がござい

ました。それを踏まえまして、資源物２４時間ステーショ
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ンの設置の基準を定めて、自治会、自治会連合会から申請

をいただいて、協議をしながら、検討をしていくというこ

とで、自治会、自治会連合会等の研修会等にて、希望のあ

るところは、ぜひ出していただきたいという依頼をしてい

るところでございますが、現在のところは、まだ申請は上

がっていないという状況でございます。 

◯佐野委員 ありがとうございます。 

 主要な施策の成果及び予算の執行実績報告書の中でも、

４カ所ごとに、やはり、回収量が上がっているということ

は、市民ニーズが高いと判断できるのではないかと思って

います。ぜひ、各自治会にも御案内をしていただいて、設

置に向けては、御努力をしていただきたいと思います。 

 次ですが、甲斐市では、庁舎敷地内を初めとして、資源

リサイクルステーションが各所に配置をされています。荒

川を挟んだ甲府市に近い資源リサイクルステーションは、

甲府市の市民が利用していることも聞き及んでいます。だ

めだというわけとか、とめるわけにはいかないものの、こ

れは、有価物については、貴重な本市の有価物財産にもな
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りますので、甲府市民が利用できる資源物２４時間ステー

ションが、この地域にも必要だと考えています。 

 この辺の事情については、まず把握されているかどうか

ということを１点お聞きしたいことと、この西側のほうで

は、荒川自治会内のステーションの周知がよくされている

ということで、最近、このステーションの平成２８年度回

収量についても、１３．６トン増ということから、住民の

多い山宮町や羽黒町を考えると、あとは甲斐市へ持ってい

くということを考えると、西側の地域については、平成２

８年度実績と隣接市町村との関係から、増設も必要だと思

いますけど、いかがでしょうか。 

◯萩原減量課長 現在、荒川自治会に１カ所あるわけでご

ざいますけれども、これにつきましては、幹線道路のそば

にあるということで、非常にたくさんの量が集まってくる

ということで、荒川自治会の方から夜中に音がするなどと

いうような苦情も結構ありまして、今は、資源物２４時間

ステーションではありますが、夜中は搬入できないという

ことで、今のところ、決めているところでございます。 
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 資源物２４時間ステーションのメリットもあるんですけ

れども、管理運営について、なかなか難しい面もございま

す。事業者の方が捨てていってしまうというケースもあっ

たりして、その辺で苦慮しているところでございますが、

今後とも自治会との連携を図りながら、円滑な運営を図っ

ていきたいとは考えております。 

◯佐野委員 甲斐市の資源リサイクルステーションについ

ての御答弁はありますか。 

◯萩原減量課長 本市で、庁舎敷地内ということも難しい

部分もございますし、公共の施設ということも、駐車場を

潰してということは、なかなか難しい面もございますので、

今、まちなかで捨てやすい場所、自治会、住民の方の御理

解の得やすいところということで、今、探しているところ

でございます。 

佐野委員 ありがとうございます。 

 先ほどの質問につきましては、山宮町、羽黒町地域の川

を挟んで、荒川の向こう側にもステーションがあるという

話を質問したんですが、それはいいです。 
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 先ほどのとおり、荒川自治会内のステーションについて

は、夜とめているにもかかわらず、１３．６トンふえてい

るという。時間的にも短いんですが、業者が捨てるといっ

ても、昼間なので、ここについては、管理もできるのでは

ないかと思っています。 

 いずれにいたしましても、有価物については、朝、分別

をして、我々も自治会として、報奨金をいただく場合もあ

るんですが、この自治会の人たちが、やはり、だんだん高

齢化をしてくると、出づらい地域もあるわけです。ここに

ついては、基本的な形として、有価物の回収とともに、資

源物回収があるので、こちらを利用していただくと思うん

ですが、資源物２４時間ステーションの利便性も、やっぱ

り数値で上がっている以上は、ここについては、しっかり

進めていただきたいということで要望を付しまして、質問

を終わらせていただきたいと思います。 

 １点、最後に、先ほど、少し言われましたけれども、や

はり、公共施設等については、管理が行政になってきます

ので、自治会にお願いをすることも大事なんですけれども、
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こういうことについても、ぜひ検討していただきたいと思

います。 

 以上で終わります。 

 

◯佐野委員 それでは、短く。先ほどの望月委員に続きま

して、認知症サポーターについてであります。平成２８年

度で、例えば、これは地域包括支援センターも絡むんです

が、外部の出前のような形で進めたらどうか、それがあれ

ば。例えば企業さんとかに行ったかどうか、それをちょっ

とお聞きしたいと思います。 

◯八巻地域包括支援課長 平成２８年度では、事業所向け

の認知症サポーター講座ということで１１回実施をしてお

ります。 

 以上でございます。 

◯佐野委員 ありがとうございます。その中で、例えばい

ろんな資料を配付していると思うんですが、その配付され

る資料についてお聞きしたいんですけれども、どんなもの

を配られているか。 
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◯八巻地域包括支援課長 認知症サポーターの養成講座は

国から指定されたテキストがございまして、そちらを配付

しますとともに、認知症ケアパスにつきましても同時に説

明しながら配付をしております。 

 以上でございます。 

◯佐野委員 ありがとうございます。民生文教委員会でも、

認知症ケアパスについては、私は全員に配付したほうがい

いという質問をさせていただいたんですが、ここを見ると、

医療機関や介護サービス事業所としか書かれてなかったん

ですが、そんな形でぜひ認知症ケアパスを使っていただき

たいと思います。また、今後もしっかり広げていただきた

いと思います。要望で終わります。 

 以上です。 
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◯原田委員長 先ほどの佐野委員の質問に対しまして、八

巻地域包括支援課長より発言を訂正したい旨の申し出があ

りましたので、これを許可いたします。 

◯八巻地域包括支援課長 先ほど佐野委員から、認知症サ

ポーター養成講座のときに配付しているものということで

御質問をいただきまして、認知症サポーターの国からの決

まったテキスト、それから認知症ケアパスとお答えしたん

ですが、認知症ケアパスは認知症サポーターの養成講座自

体の時間が限られた中ということで、認知症ケアパスの中

身まで説明する時間がとれないので、認知症サポーターの

フォローアップ講座というのがございまして、そちらでは

受講者に認知症ケアパスを配付しております。 

 また、加えまして、地域住民への配布ということで、本

年１月に在宅の認知症の方を支える市民向け講演会のとき

に３９２名の方がいらっしゃいましたが、その方々に説明

をいたしまして、認知症ケアパスを配付してございます。 

 以上でございます。申しわけございませんでした。 

◯佐野委員 一言だけ。非常にできばえのいいものですの
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で、利活用していただければと思います。ありがとうござ

います。 


